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眼球の非動化は不可欠である。更に，自発動眼波の頻度を高める為に，レセルピン (0.75mg/ kg) を
腹腔内に投与した。外側膝状体及び視皮質に植え込まれた双極電極から， (動眼波を含む)脳波を記録













抑制性の影響が，新しく発見された。 3 )上記 138 個の細胞中96個については更に，細胞毎の光受容
野特性及び，光刺激により駆動された細胞の反応様式に誘発動眼波が与える四型の影響(促進，附加，






条件づけると，その対光刺激反応性は，附加的に強まるか(14.6%) 或いは抑制される (20.8% )。




しその受容野特性を記載した。それは， 17 ・ 18野を通して，視皮質の比較的深層に局在する。この新
しい型の細胞のみが，眼球運動と同調して非特異的に上行してくる興奮促進効果を，選択的に受けと
り，視覚及び動眼性入力の統合者として働く可能性が示唆された。
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論文の審査結果の要旨
中脳の眼球運動系は，眼筋にインパルスを送って眼球運動を起すとき，同時に中枢視覚系にもイン
パルスを送る。後者は，中枢視覚系に対し，眼球運動の発動を告げるためのものとされる。本論文の
目的は，いかなる型の視覚ニューロンが眼球運動系から入力を受けるかを定めることにある。実験に
はネコを用い，レセルピンを投与して眼球運動が多発するような状態とした。視覚領ニューロンは光
受容野の特性をもって分類する。多数のニューロンについて調べた結果，眼球運動系から入力を受け
るニューロンの大部分は，灰白質の深層にある Complex 細胞であることが確定された。
眼球運動系と中枢視覚系の相互作用の問題は，近年の視覚神経生理学における大きな話題の一つで
ある。本論文は，これに対してたしかな寄与をしたものと判断される。
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